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コンピュータの進化

｢進化するコンピュータ+をいかに｢進化する知的オフィス+に転化させるかが,エクセレントオフィス実現のテーマである｡技術的な実現性

の問題ではなく,効果的な新しい利用方法やシステムコンセプトが課題である｡

'80年代のOAに向けての情報化投資では,オフィ

ス部門の生産性向上を目指して,ワープロ(ワードプ

ロセッサ)やパソコン(パーソナルコンピュータ),あ

るいはファックス(ファクシミリ)が多数導入され,

ある一定の知的生産性向上を図ることができた｡最

近は,パソコンやネットワークの低価格化と性能向

上が格段に進み,これらの情報機器を最大限に活用

して,さらにオフィスの知的生産性を向上させるこ

とができるようになった｡

これからはビジネスサイクルのスピードアッ70と

*日立製作所中央研究所工学博士 **日立製作所ソフトウェア開発本部

いう観点から見た知的生産性が重要である｡｢エクセ

レントオフィス+はこの観点からの｢エクセレンス+

(卓越性)を追求するオフィスである｡その実現のた

めには,｢時間と空間の制約を越えた情報の共有+が

鍵(かぎ)であり,1人1台のパソコンをネットワー

ク化した情報環境が大きな役割を果たす｡過去から

の情報の蓄積を管理･検索するための文書情報管理

システムと,情報の流れを制御するワークフローシ

ステム,さらにメールを含むグループウエアシステ

ムの活用が有効である｡
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□ はじめに

オフィス部門の高度な情報化は,80年代のOAという概

念によって始まった｡,90年代に入った現在,オフィス部

門の生産性向上はまだ十分ではないと見られている｡そ

れは,具体的な目的を持ったうえでシステム構築を行っ

た場合のほかは,多くの場合,パソコンやワープロなど,

スタンドアロン型の装置の導入が主であり,局所的な最

適化にとどまっているからであると考えられる｡

最近,MichaelHammerが唱える｢ビジネスプロセス

リエンジニアリング+が指導理念として注目されている｡

｢情報技術を効果的に利用して仕事のプロセスそのもの

を根本的に変えることにより,業績を劇的に向上させる

こと+と定義され,｢情報技術の創造的な使用+が提唱さ

れている1)｡今までのやり方を単に自助化するのではな

く,仕事のやり方も改革する必要があると指摘している｡

本稿では,このような条件に合致したオフィスを｢エ

クセレントオフィス+と呼ぶ｡このオフィスのユタセレ

ンス(卓越性)の最も重要な要素は,PLAN-DO-SEEと

いったビジネスサイクルのスピードアップである｡ここ

では,ハイスピードビジネスをもたらすオフィスのユタ

セレンスとは何かについて考察し,ワークフローシステ

ム,グループウエア,文書情報管理,および構造化文書

処理が重要であることについて述べる｡

8 エクセレントオフィス

オフィスの役割は多岐にわたるため,オフィスを一義

的に定義することは難しい｡しかしオフィスを一般化す

ると,情報を扱い,価値ある情報を生産･加工する部門

であり,企画,戦略立案,営業,研究,技術開発などの

知識集約型の仕事の場であると言える｡製造業でのオフ

ィスの位置づけを図1に示す｡

オフィスのエクセレンスに通ずるスピードアップは,

｢情報+,｢個人+,そして｢組織+の三つの視点から論ず

ることができる｡

(1)情 報

情報の流れそのもののスピードアッ70がまず必要であ

る｡送る情報にもよるが,郵便よりはファックス,ファ

ックスよりは自分の机のパソコンから相手のパソコンヘ

直接送れる電子メールのほうが手間が少くて速い｡

書類が机上のスタックに眠っている待ち時間は思いの

ほか長い｡多数の人に直列的に回覧される場合では1週

間以上かかることもまれではない｡このタイムロスは,

20

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
1

二i土

同

研

究

生産ライン

生産管理

設 計

技術開発

研 究

在庫管理

製
lコ

ロロ

企

画

流 通

営業販売活動

戟
略
決

定

市
場
調
:ホ:
且

顧

客

注:⊂⊃(オフィス部門),[=:コ(製造部門)

図l製造業の場合のオフィス部門

企業内,企業間の情報のやり取りをオープンな情報ネットワーク

を用いて電子化することにより,コンカレントエンジニアリングが

促進される｡

電子化によってなくすことができる｡

紙の文書での情報の流れjま,物理的制約があるために

直列処理が多い｡これも電子化により,必要不可欠なと

ころ以外は流れを複線化して,並行処理を行うことがで

きる｡また,情報の流れを事前にモデル化しておき,最

適な電子化文書の流れを実現する機能として｢ワークフ

ロー制御+が有効である｡

だれに問いかけたらよいかわからない質問や,だれが

必要としているかわからない(重要な)情報は,電子掲示

板の利用が効果的である｡外部から入る膨大な情報を解

析･分類して,それぞれ適切な行き先に回す処理もスピ

ードアップできる｡そのほかに,ホットな情報を自動分

類して,それを必要とするであろう人に自動送付する｢情

報フィルタリング+がある2)｡

これらの方法論と効果を表lにまとめて示す｡

表l｢情報+から見たスピードアップ

情報の電子化により,情報の流れそのもののスピードアップが実

現できる｡

対 象 従来の方法 新しい方法 具 体 例

流れの速さ
●郵便

●電子メール
●各種連絡や通達

●ファックス ●グループ討議

待ち時間

●lN/0UTスタッ
●電子メールや

ワークフロー

●各種報告の回覧
クを介する配 ●末端への通達回
送 臣亡

制御による並

行処理

見

●棄(りん)議

●審査決定業務)売れのパス
●回覧による直

列処王里

行き先判定

●口コミによる発
●電子掲示板

●情報フィルタ

リングによる

自動分類と

自動配送

●顧客間い合わせ
見 ●顧客クレーム

●人による解読 ●新製品情報

と判断 ●バグレポート
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(2)個 人

個々人のスピードアップは,問題解決のスピードアッ

プに帰結する(図2参照)｡手本の参照やノウハウの再利

用こそはスピードアップの本質的な要素である｡このた

めには,アイディア･ノウハウなどの過去からの知的財

産の蓄積,およびそれら情報の容易な検索が課題である｡

過去の忘れかけている関連情報や,距離的に離れている

人たちが持っている関連情報をいかにうまく探し出せる

かがポイントであり,時間と空間を越えた情報の共有が

求められている｡

一方,アイディアや事例の記述･記録は,普通,文書

の形式で表現するので,従来の文書編集処理の重要性は

変わりない｡しかし,最近,ビデオなどの映像情報によ

る記録も増えており,マルチメディア編集,マルチメデ

ィア情報管理の重要性が増している｡

個人の生産性向上は,さらに,グループメンバーとの

協調によって増幅される｡メンバー間のスムーズなコミ

ュニケーション,共同執筆,遠隔会議,あるいは日程管

理を支援する｢グループウエア+が有効である｡

(3)組 織

組織レベルでの知的生産は個人の知的生産の集約であ

り,基本は｢人+である｡しかし,組織自体のあり方も

大いに影響し,その新しいあり方を支えるのも情報環境

である｡仕事のやり方の改革を求めるビジネスプロセ

スリエンジニアリングはこの視点からのものである｡

横断的なコミュニケーション手段としての電子メール

や電子掲示板は,だれもが上下の区別なく瞬時に情報交

換することを可能とする｡これは階層的な組織の構造を

フラットな構造へ変えることを促進する｡

問題解決

アイディア･ノウハウの再利用

計算･推論･シミュレーション

協調作業

議論･会議

関連情報の参照

情報整理･分析

アイディア･ノウハウおよび

問題解決結果の記録

●構造化文書処理

●マルチメディア編集

グループメンバー

文審ファイル

●類似事例 ●ノウハウ

●アイディア ●関連情報

図2 問題解決のプロセス

過去からの知的財産(知識プール)の再利用こそが,問題解決のス

ピードアップの源である｡

部門間,あるいは企業どうしをオープンな情報ネット

ワークで結んで各種情報を電子的に交換することにより,

設計･開発･製造･保守･流通の各プロセスを同時進行

させる｢コンカレントエンジニアリング+が可能となる｡

例えば,設計部門での設計変‾更情事馴ま,ネットワーク上

の文書情報管理サーバを介して,いつでも,どの部門の,

どのパソコンからでも見ることができる｡また部品供給

業者は,製造会社の生産計画データベースを直接,遠隔

地からアクセスして,部品発注というプロセスなしで,

必要な部品をタイムリーに供給することができる1)｡

凶 情報共有のための情報環境

エクセレントオフィスを支援する情報共有のプロセス

は,アイディアなどを書き留める文書編集,後日のため

に文書を蓄積する文書情報管理,欲しい情報を探すため

の情報検索,必要な人に文書を送付する情報流通,およ

び情報の利用から成る(図3参照)｡少し抽象化すると,

時間と字間の制約を越える情報の共有(Information

Sharing)であるといえる｡これは,｢蓄積型の情報共有+

と｢流通型の情報共有+とから成る(表2参照)｡

3.1蓄積型の情報共有

文書情報管理と情報検索は｢蓄積型の情報共有+を実

現する｡パソコンをネットワークにつなぎ,ファイルサ

ーバを共有することが第一歩であるが,単に｢同一の文

書が見られる状態+ととらえることでは不十分である｡

実際には,次の間題がある｡

(1)すべての更新情報を見ることが困難である｡

(2)重要文書が他の文書に埋もれる可能性が大きい｡

ネットワーク

流 通

蓄積･検索

編集作成

PCクライアント

文書情報管‡里
サーバ

利 用

PCクライアント

注:略語説明 PC(Perso[alComputer)

図3 情報共有のための情報処理環境

｢人間の思考の保存+と｢情報の交換+の役割を果たす文書情報管

理,および電子メールやワークフロー制御による情報流通が基本で

ある｡
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表2 時間的･空間的制約を越える情報共有

情報共有には,過去から蓄積されている情報の共有と,距離的に

離れている人との情報の共有の二つの意味がある｡

次元 共有の形態 ハードウェア ソフトウェア

時間
蓄積による情報

ファイルサーバ
●文書情報管理

共有 ●情報検索

空間
流通による情報

共有
ネットワーク

●電子掲示板

●ワークフロー制御

●情報フィルタリング

(3)後目重要となる文書も多く,前もって選別できない｡

したがって,必要が生じたときに必要な文書をいかに

容易に検索できるかが重要である｡従来の検索は,文書

に付加した文書名などのいわゆる属性情事馴こ基づく条件

検索が主であったが,これからは次の三つの観点からの

検索が重要となる(図4参照)｡

第一は,思いついた任意のことばから検索できること

である｡文書を登録するときに付けたキーワードは思い

出せないことが多い｡文書の中身(コンテンツ)もサーチ

する全文検索(フルテキスト サーチ)が不可欠である｡

第二は,多角的な視点から分類･検索できることであ

る｡従来の文書の分類方法は,一つの体系ですべてを階

層的に分類しているため,体系のあちらこちらで重複が

出たり,混乱が生じてしまう(図5参月別｡例えば,各階

層の分類の観点が変化するため,同図(a),(b)のように,

人によって分類体系が異なる｡あるいは,同図(C)のよう

に,ある階層の分類観点が一様でないため,分類が混乱

してしまう｡さらには,同図(d)のように,登録したい文

書が複数の場所に分類でき,どこに入れればよいのか迷

う場合が多い｡

テキスト

論理構造

レイアウト構造

目 次

索 引

図･表･画像

作成者名

作成日

更新日

文書名

起動プログラム名

データサイズ

更新来歴情報

キーワード
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属 性

条件検索

概念体系

マルチビュー

分顆

コンテンツ

フルテキスト

サーチ

箋ふ

驚
海
亀

ゝ〆選一Ⅳ-‾‾■■｢～J〆

関 係

ハイパー

テキスト

A氏のファイル

特許アイディア

検索システム関係

編集システム関係

設計仕様書

検索システム関係

編集システム関係

(a)

C氏のファイル

検索システム関係

特許アイディア

設計仕様書

特許アイディア

編集システム関係

管王里システム関係

(c)

8氏のファイル

検索システム関係

特許アイディア

設計仕様書

編集システム関係

特許アイディア

設計仕様書

(b)

D氏のファイル

出張報告書

検索システム関係

編集システム関係

管理システム関係

(d)

図5 単一分揖階層の問題点

従来の分芙引ま物理的な制約から単一の分業頁に従っているため,人

による分類の違いや体系の混乱などが問題になっている｡

複数の視点からの多重分類を可能にする｢マルチビュ

ー分類+はこれらの問題を解決する(図6参照)｡例えば,

同図でアイディアメモ♯123は,｢文書クラスビュー+か

らも｢製品ビュー+からも探し出すことができる｡さら

に例えば,｢全文検索+という下位概念を忘れてしまって

も,その上位の｢検索システム+からでも検索できる｡

細かいことは忘れても上位の概念では覚えているとい

う,人間の記憶の特性を考慮したものである3)｡

またこの方法は,概念的な分類体系を常に視覚的に表

示することにより,グループ内での｢概念空間+の共有

顧客分類

組織体系

社員分類

業務体系

製品体系

技術体系

文書種体系

部品関係(Part-Of)

更新関係(Anteceden卜Of)

関 連(Association)

参 照(Reference)

引 用(Citation)

図4 蓄積･管理すべき

情報と検索機能

従来の文書管理は属性情報

による管理が主であった｡こ

れからの文書管王里では.文書

を取り巻く仕事空間の概念体

系や,文書間の関係などの情

報も管理する必要がある｡
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文書クラスビュー

出張報告書

特許アイディア

設計仕様書

従業員ビュー

製品ビュー

A氏

B氏

C氏

D氏

検索システム

全文検索

書誌検索

編集システム

管理システム

′

アイディアメモ
♯123

B氏の全文検

索に関する特

許アイディア

図6 マルチビュー分類
独立した複数の分類体系の下に文書を位置づけることができる｡

登録するときにはなるペく具体的に下位の分頬を行う｡検索すると

きは上位の概念からでも検索ができる｡

を促す｡ここでは,この分類型の文書管理と全文検索の

組み合わせが効果的である｡

第三は,関連する文書を連想的に次から次へと呼び出

せるハイパーテキスト機能である｡ハイパーテキストとは,

ハイパーリンクと呼ぶ関連性の｢糸+をたどって,関連

文書を呼び出せるシステムを言う｡関連性(関係)には,

文書エディタ ▼ ▲

新しい文書処理

日立太郎

日立製作所

1.はじめに

近年のコンピュータの･l

は新し

ている

論理構造
編集

SGML

形式

し

自動割付
処‡里

アンカ

アンカ

マーカ

コメント ▼ ▲

この形態の意味は,

内容に詳しい人は,

図7 ハイパーテキスト

ハイパーテキスト機能は文書どうしを関連づけたり,文書の一部

にメモなどの別の文書を添付したりする｡添付した文書はアンカ

をマウスでクリックするだけで表示される｡

部品関係,更新関係,参月召関係,引用関係,および任意

に定義する関係がある(図4参月召)｡図7に示すように,

文書の一部(アンカと呼ぶ)をマウスでクリックするだけ

で,関連する文書を表示させることができる｡

3.2 流通型の情報共有

グループウエアまたは｢計算機が仲介する人と人のコ

ミュニケーション+は,｢流通型の情報共有+を支援する｡

グループウエアには,時を同じにする同期型と,時を異

にする非同期型とがある(図8参照)｡すでに,非同期型

の電子メールなどはインターネットの急速な普及に見ら

れるように,有効性が良く認知されている｡

ワークフローシステムは,仕事の流れのモデルに従っ

て電子化文書を回覧するものである｡各回覧先で,ユー

ザーは指示された仕事を行って回覧された文書に追記ま

たは修正を施し,次の回覧者に送付する(図9参月別｡途

中で差し戻したり回覧先を変更する機能や,回覧文書に

メモなどの別の文書を添付する機能がある｡これは,保

険加入の審査業務のような定型または準定型業務での情

事艮流の自動的な生成に有効である｡

田 エクセレントオフィスを構成する要素

以上述べてきたように,ハイスピードビジネスを実現

するエクセレントオフィスでは,ワークフローシステム,

メールを含むグループウエア,および統合文書情報シス

テムが情報環境として重要な役割を果たす｡

(1)ワークフローシステム

オフィスの新しい高度情報化は非定型業務にねらいを

定めているが,定型あるいは準定型の文書の流れによっ

て遂行される業務にはワークフローシステムが有効であ

集中

/
分散

さ蓋

会議支援

システム

分散グループ

討議

電話

テレビ会議

デスクトップ

会議

電子メール

音声メール

電子掲示板

ワークフロー

制御

文書管理

共同執筆

スケジュール管理

疎結合一------------密結合

図8 グループウエア

グループウエアシステムは,時間的には同期型と非同期型に,空

間的には遠隔のままの分散型とlか所に集まる集中型に,システム

としては疎結合と密結合にそれぞれ分類される｡
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区19 ワークフローシステム

書矯の流れとともに遂行する文書指向の定型業務と準定型業務

のスピードアップに有効である｡

る｡システムは流れの生成だけでなく,複数の｢ワーク+

の進捗(ちょく)状況の管理やチェックも行う｡ある仕事

がどこまで進んでいるのか,だれのところで止まってい

るのか,期限が迫っている仕事はどれか,といったこと

を管理することができる｡

(2)グループウエアとメール

グループウエアはもともと広い概念であり,デスクト

ップ会議,テレビ会議,共同執筆,電子メール,電子掲

示板,会議支援,音声メール,ワークフロー,およびグ

ループスケジュールなどを含む(図8参照)｡

この中で,電子メールと電子掲示根のもたらす変革は

大きい｡同報通信やコピーの配付が容易であること,記録

が残ること,経緯をすぐに検索して思い出せることなど,単

なるメール伝達の高速化以上の効果を得ることができる｡

(3)統合文書情報システム

統合文書情報システムは,高速全文検索機能を持った

文書情報管理と構造化文書処理を支援する0文書情報管

理システムは情報･知識･アイディアのプールである

｢企業内電子別書館+とみることができる｡

ここでは,分類型の管理機能と全文検索機能の双方を

持つことが必要である｡分類は情報整理の一つの基本で

あり,計算機を用いることによって従来の問題点の多く

を解決することができる｡多重の分類｢マルチビュー分

類+を実現し,分類体系を簡単に追加･更新できたり,

閲覧できることも大きなメリットである｡

オブジェクト指向データ管理機構をベースに用いるこ

とによって,文書だけでなく関連するもろもろの情報を

もオブジェクトとして管理することができる｡文書のバ

ージョン管理,機密管理などの重要な機能も持つ｡

統合文書情報システムのもう一つの要素は,構造化文

書処理である｡製品仕様書,保守マニュアル,安全規則

マニュアル,業務規定集,および法規文書などの｢戦略

的文書+の多くは更新･保守が割合多いとともに,整合

性を保つことも重要である｡構造化文書処理は,文書の

論理構造を記述するための国際標準言語SGML(Stan-

dard Generalized Markup Language)を用い,文書の

更新と保守を容易に行えるようにするとともに,オープ

ンな環境で電子化文書の交換を可能にする｡

担 おわりに

オフィスのエクセレンスとは顧客のニーズに合ったサ

ービスをいち早く提供するためのスピードアップのこと

であり,そのためには時間と空間を越えた情報のスムー

ズな流れが重要である｡さらに,情報環境としてはワー

クフローシステム,グループウエア,および統合文書情

報システムが重要となってくる｡これらを外部の情報ネ

ットワークと接続することにより,自分の机で情報を受

信･発信したり,自分の机から欲しい情報を入手したり

することが容易になる｡日立製作所はこれらに対応して,

それぞれFlowmate,Groupmax,Bibliothecaを開発し,

提供している｡さらに,エクセレンスオフィスの実現を

目指し,市場ニーズに即したシステムの開発に取り組ん

でいく考えである｡
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